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1　まえがき

POIJSAR画像解析の手法として,偏波同士の相関に

より分解する相関係数が提案されている軋　これまで,
円偏波相関係数が建物等の検出に有効であることが知ら

れている.まず,この円偏波相関係数を用いた簡単な分

類アルゴリズムを示す.そして,その分類アルゴリズム

を用い,新潟大学周辺の解析結果を示す.

2　円偏波相関係数

円偏波相関係数とは,観測された円偏波基底の散乱行

列によるSLLとSRRとの相関を表す指標でIll_RAで
表される.また,海域や田園などの低植生域といったRe_

flection Symmetry条件(ShhS青V)なくSvvS*HV)完0

が成り立つ場合,相関係数を7LL-fifl(0)とする.この

lll-rr{0)でllll-rr¥を正規化したものを1ll-rr
とする. Reflection Symmetry条件が成り立つ場合,

lll-rrはlになる.一方,成り立たない場合. ¥lLL-RR¥
J

の値は1付近まで広範囲に広がるのでIll一朋は1よ
り大きい値になると推測される.

3　分頬アルゴリズム

それぞれの領域でのパラメータの値は表1の通りで

JE%

表1領域毎のパラメータの値

海域 0 .5 9 9 1 .0 3 4 0 .0 0 3

水 田 0 .4 2 9 1 .2 9 4 0 .1 7 8

森 林 0 .2 14 1 .9 7 8 0 .1 3 4

市衝 地 (平 ) 0 .6 6 5 1 .2 3 3 0 .4 8 0

市衝地 (傾 ) 0 .5 5 8 2 .9 9 0 0 .4 9 1

ここでTPとは全電力を表し,海域や砂地では小さく,

植生や市街地等では大きな値をとる.このように, TPは

ターゲット自体に依存するため,分類に適したパラメー
タといえる.

同様の体積散乱を起こしてしまう, SARの飛行パス

に対して傾いた建造物と森林領域を,前節で述べた円偏
輝相関係数が森林領域では低いことを利用することによ

り区別して分類することができる.

このように,海域ではTP

が小さい, SARの飛行パス

に対して傾いた建造物では
/

1ll-rrが商いなど,ター
ゲット毎の特性を生かして

図1のような分類アルゴリ

ズムを用いる.

図1分類アルゴリズム

4　解析結果・まとめ

前節で述べた分類アルゴリズムを用いた新潟大学周辺

の解析結果を示す. 11月の水田エリアにおいて,稲の影

響により森林領域として検出されているが, 2月では積

雪の影響で森林領域ではなく,その他の自然ターゲット

として検出されている.このように,季節の違いをとら

え,正確に分類できているのが確認できる.
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図2　新潟大学周辺の分類結果

謝辞

Pi-SAR画像データを提供して頂いたJAXA, NICT

に感謝します.本研究の一部は科研費によって行われた.

参考文献

[1] Y. Yamaguchi, Y. Yamamoto, H. Yamada,

Classification of terrain using the correration

coe氏cient in the circular polarization basis for

the X-band Pi-SAR image," IEICE Tech. Rep.

AP2007-26, pp.75-80? May 2007.

-25-


